
消防団員

市議会

今回は、火災や災害から地域を守り、
また地域活動にも貢献している、
あきる野市消防団員の皆さんにお話
しを伺いました。

自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
に
は

大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

〈
消
防
団
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
〉

近
所
の
皆
さ
ん
に
無
理
や
り
で
す（
笑
）。先
輩
と
酒

を
飲
ん
で
い
て
、
消
防
入
れ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ

の
場
で
分
団
長
に
電
話
し
て
入
り
ま
し
た
（
笑
）。

〈
活
動
で
楽
し
い
こ
と
は
？
〉

地
域
の
人
と
の
交
流
が
増
え
た
こ
と
で
す
か
ね
。
勤

務
地
が
都
内
な
の
で
、
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
も

な
か
っ
た
で
す
か
ら
。
操
法
大
会
の
練
習
は
大
変
で

す
が
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感

が
あ
り
精
神
的
に
大
変
で
す
。
火
災
や
災
害
は
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
家
族
に
は
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

具
の
点
検
や
、
防
災
の
呼
び
か
け
な
ど
が
主
な
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
雨
の
と
き
埋
ま
っ
て
し
ま
う

水
利
を
掘
り
返
し
た
り
し
ま
す
ね
。
台
風
の
時
は
詰

所
に
待
機
し
た
り
、
地
元
の
花
火
大
会
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
て
い
ま
す
。

〈
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
？
〉

仕
事
、
家
族
、
消
防
そ
の
中
で
何
を
優
先
す
べ
き
な

の
か
、
悩
ま
さ
れ
る
と
き
は
あ
り
ま
す
ね
。
防
災
無

線
が
鳴
っ
た
と
き
、「
ド
キ
ッ
」と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

〈
消
防
団
員
を
卒
業
す
る
年
齢
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

あ
き
る
野
市
消
防
団
の
定
年
は
40
歳
で
す
。

〈
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
〉

火
災
時
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
月
に
一
度
の
消
防
器

ギカイの時間 02

他
に
も
色
々
な
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〈
消
防
団
員
の
人
数
確
保
は
？
〉

今
年
う
ち
の
分
団
は
、９
人
入
団
し
ま
し
た
。で
も
、

い
つ
も
全
員
が
活
動
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
人

数
が
減
っ
て
い
る
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
機
能

別
消
防
団
員
の
方
の
活
動
は
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

〈
地
域
で
の
課
題
な
ど
は
？
〉

も
し
、
大
震
災
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
備
え
、
町
内

会
・
自
治
会
と
の
連
携
し
た
訓
練
も
必
要
だ
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
消
防
団
員
と
し
て
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
す
ね
。
東
北
の
震
災
で
も
消

防
団
員
の
方
が
多
く
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考

え
る
と
、
本
当
に
命
が
け
の
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
市
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
〉

正
直
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な

い
。
地
元
の
イ
ン
フ
ラ
や
福
祉
の
市
民
相
談
窓
口
的

な
役
割
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
け
ど
、
本
来
の
議
会
の

シ
ス
テ
ム
が
わ
か
り
に
く
い
で
す
ね
。

じ
ま
す
。
そ
れ
と
消
防
団
の
飲
み
会
で
す
！
そ
れ
消

防
活
動
と
関
係
な
い
じ
ゃ
ん
（
笑
）。

03 ギカイの時間

※

能力や事情に応じ特定の活動のみ参加する消防団員。人員不足を補完する役割が期待され、本市では定年を迎えた団員が引き続き機能別団員として活躍している。
※機能別消防団員



今号では
この中から
3つを

今
回
の
議
案
は

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期
日
間

月

日
〜

月

日

24

9

3

9

26

月
定
例
会

９

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

計

件
33

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

約
12
億
円
の
建
設
工
事
契
約
が

決
ま
り
ま
し
た
。

１
億
５
千
万
円
以
上
の
契
約
は
、
議
会
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
草
花
地
区
に
建
設
さ
れ
る
市
営
住
宅
の
建
設
予
定
価
格
は
、

１
億
５
千
万
円
を
超
え
る
た
め
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
金

額
は
11
億
８
１
２
５
万
円
で
他
に
も
電
気
設
備
な
ど
３
件
の
契
約
が

審
議
さ
れ
、
総
額
で
約
20
億
円
の
契
約
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
議
案
第

号
〉
（
仮
称
）
草
花
公
園
住
宅
新
築
工
事
（
建
築
工
事
そ
の
１
）
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

58

ギカイの時間 04

市
長
提
出
議
案…

27２４
件

陳
情…

…
…
…
…

件

議
員
提
出
議
案…

件

工
事
の
工
期
は
？

平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
に
消
費
税
が
上
が
っ
た
ら

契
約
額
は
変
更
し
ま
す
か
？

本
年
度
の
契
約
で
あ
る
た
め
消
費
税
が

上
が
っ
て
も
契
約
額
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

提
出
理
由

旧
秋
川
高
校
跡
地
活
用
の
陳
情
は
、

継
続
し
て
審
査
し
ま
す
。

東
京
国
体
の
馬
術
競
技
で
使
用
し
た
旧
秋
川
高
校
跡
地
は
、
産
業
系

土
地
利
用
の
方
針
で
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
針
に
対
し「
美

し
い
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
並
木
が
あ
る
こ
の
立
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
。
柔
軟
な
発
想
に
転
換
し
、
土
地
活
用
の
方
針
を
見

直
し
て
ほ
し
い
」
と
の
陳
情
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

会期中に議案などの審査が十
分つくされないとき、議会の
議決により、次の定例会まで
引き続いて審査すること。

継続審査とは…

〈
陳
情
第

̶

７
号
〉

25海
外
進
出
企
業
が
自
国
に
戻
る
傾
向
が

あ
る
中
、
あ
れ
だ
け
の
土
地
は
財
産
に

な
る
。方
針
を
見
直
す
必
要
は
な
い
が
、

継
続
し
て
考
え
て
も
良
い
の
で
は
。

企
業
誘
致
を
進
め
な
が
ら
公
園
を
つ
く

る
可
能
性
も
あ
る
な
ら
、
継
続
し
て
考

え
て
も
良
い
の
で
は
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
に
決
ま
っ
た
が
、

東
京
に
は
大
き
な
馬
術
会
場
が
な
い
た

め
、
サ
ポ
ー
ト
的
会
場
利
用
の
可
能
性

も
あ
る
。
企
業
誘
致
を
ベ
ー
ス
に
し
、

継
続
審
査
し
て
も
良
い
の
で
は
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
検
討
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出

米
軍
の
カ
ー
ラ
イ
ル
司
令
官
が
、
平
成
25
年
７
月
29
日
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
日
本
配
備
先
に
つ
い
て
、
横
田
基
地
が
有
力
な
候
補
基
地
だ
と

言
及
し
た
こ
と
に
対
し
、
本
市
議
会
で
は
、
全
会
派
賛
成
の
も
と
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
検
討
の
撤
回
を
求
め
、
防
衛
大
臣
と
北
関
東
防
衛
局

長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
議
員
提
出
議
案
第

̶

４
号
〉

旧
秋
川
高
校
跡
地
の
活
用
に
関
す
る
陳
情

米
軍
横
田
基
地
へ
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
検
討
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書

25

横
田
基
地
で
は
、
す
で
に
米
空
軍
の
Ｃ

１
３
０
戦
術
輸
送
機
14
機
が
配
備
さ
れ
、

日
常
的
に
訓
練
飛
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
夜
10
時
近
く
ま
で
編
隊
飛
行

が
行
わ
れ
、
騒
音
の
苦
情
や
事
故
へ
の

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
提

出
し
ま
し
た
。

05 ギカイの時間

議員は、市長が提案する
ものをチェックし賛否を
表明するだけでなく、議
会で決定すべきものにつ
いて提案することができ
ます。今回は、意見書の
提出について議員が立案
し議会が決定しました。

議員提出議案とは…



平成24年度決算をチェック□

歳入（収入） 歳出（支出）

ギカイの時間 06

税金の使い道を確認しました。

一般会計歳入 一般会計歳出

一般会計歳出額（使ったお金）

総歳出額（使ったお金）

308億7489万29円

489億6560万4601円
平成 24 年度各会計決算状況

一般会計

特 別 会 計

３１４億６４１９万８１４６円

国民健康保険 ９３億９９６５万４４８１円
後期高齢者医療 １４億５８７４万６００５円
介護保険 ４６億３０４５万５３７３円
戸倉財産区 ２６４３万４１１８円
下水道事業 ３１億４４６８万９２２９円
テレビ共同受信事業 ３８７０万４７１６円

３０８億７４８９万２９円

８９億９１６２万７２４６円
１４億３４８５万８０８８円
４５億７３万５１１３円
１３５２万７８７６円

３１億１１５７万５２３１円
３８３９万１０１８円

市税 33.4％

都支出金
16.7％地方交付税

15.7％

国庫支出金
11.2％

市債
10.7％

諸収入 2.9％
地方消費税交付金 2.4％
使用料及び手数料 1.4％

分担金及び負担金 1.1％ 繰入金 0.6％
その他 3.9％

民生費 38.6％

土木費
12.6％

衛生費
12.1％

教育費
10.5％

総務費
10.4％

公債費
8.6％

消防費 3.9％
農林水産費 1.3％

商工費 0.9％
その他 1.1％

市長は、翌年度予算を決める３月の定例会ま
でに、監査委員がチェックした前年度決算に
ついて、議会の審査・確認を受けなければな
りません。そのため、９月18日・19日の２日
間、皆さんが納めた税金がどのように使われ
たか、決算特別委員会を開催し確認しました。
そして全ての決算が認定されました。使い道
について一部を左ページで紹介します。

07 ギカイの時間

庁舎別館 国保保険証 病院

杉林 五日市物語看板 夫婦橋

消防車両 草花小 馬術会場

＊千円以下切り捨て

総務費
32億 297万円

庁舎別館耐震補強工事

コンビニ収納代行業務委託
1713万円

229万円

民生費
119億 1633万円

国民健康保険特別会計繰出金

児童扶養手当
８億 42万円

３億 1056万円

衛生費
37億 4706万円

予防接種委託料

阿伎留病院組合負担金
１億 2985万円

７億 3199万円

農林水産費
４億141万円

都市農業経営パワーアップ
事業補助金

花粉対策枝打ち作業委託
1875万円

2095万円

商工費
２億6228万円

商工会事業補助金等
商工振興経費補助金

五日市物語活用事業経費
6534万円

561万円

土木費
39億 436万円

夫婦橋改修工事

市営住宅建替事業用地買収費
2630万円

14億 6178万円

消防費
11億 9388万円

東京消防庁事務委託

消防車両購入費
９億 899万円

2252万円

教育費（その１）
32億 3854万円

草花小学校校舎増築工事

増戸・五日市中学校
体育倉庫等改築工事

１億 2600万円

1470万円

教育費（その２）

中央図書館図書購入費

国民体育大会開催事業補助金
3385万円

4249万円



反対賛成

平成24年度決算をチェック□

ギカイの時間 08

定例会最終日に、決算特別委員会で審査した
結果を細谷委員長が報告し、全会派が平成24
年度一般会計決算の内容について賛成・反対
の討論を行いました。討論の主な内容を掲載
します。

日本共産党
あきる野市議団
１人当たりの給与所得は平
均４万円も減り、市民の暮
らしは大変。保育園・学童
クラブの定員は増えたが、
待機児の数え方に問題。内
容の充実も望む。高齢者の
入所施設も増やす必要性が
ある。小中学校のエアコン
は、24年度は研究を進め、25年度に実現したこと
は評価。さらに市道や公共施設の老朽化について、
早急な対応を。「るのバス」の充実は多くの市民の願
い。増発を。いきいきセンタープールの冬季営業を
求める。郷土の恵みの森事業は他の環境施策や林業
などと経費を統合して、効果的な税金の使い方をす
べき。職員の過剰な削減の一方、守られている市長
の退職金。市民の理解は得られるだろうか。税金の
使い方を市民の暮らし第一に改めるよう求める。

自由民主党
志清会
社会保障関係経費の伸びが
続く難しい経営環境の中、
行政改革を中心とした財政
健全化の成果として、経常
収支比率をはじめ多くの財
政指標を改善させた点を高
く評価する。今後もＰＦＩ
の導入や内部経費のスリム
化、そして志清会が指摘している子育て世代の定住
促進や、自主財源確保に向けた取り組みの強化、ま
た資産運用の強化などにより、財政構造をより持続
可能なものへと転換して頂きたい。歳入では高い徴
収率を達成し、財政運営に大きく寄与した点を高く
評価する。歳出ではＬＥＤ促進による環境負荷や経
費の削減、市営住宅建替の用地買収による土地開発
公社の簿価残高縮減、小宮ふるさと自然体験学校や
ジオパーク構想の推進などを高く評価する。

このような理由で一般会計決算の
認定に賛成・反対しました。

たばた議員子籠議員

細谷委員長

賛成賛成

賛成賛成

09 ギカイの時間

公明党
財政力指数の低下など依然
厳しい状況にあるが、経常
収支比率が94.8％、その他
財政指標も改善され、財政
調整基金残高が増加するな
ど行政改革に一定の成果が
現れている。歳入が評価替
えに伴う固定資産税の影響
により減少となったが、コンビニ収納の実施など利
便性向上への取り組みを評価する。また、私立保育
園整備による定員増や若竹児童館改修など待機児童
解消や環境整備への取り組みを評価する。今後は公
共施設や橋梁等社会インフラの老朽化対策に早急に
取り組まれることを強く要望する。多様な市民要望
や懸案事項にしっかりと向き合ってきたものと認め
られ、市民生活の更なる向上に積極的に取り組まれ
ることを要望し、賛成討論とする。

あきる野市議会
自民党
一般会計歳入歳出決算につ
いて、認定の立場から意見
を述べる。歳入については、
23年度に比べ7.3％の増加、
市税徴収率は96％台になっ
ており、自主財源の確保に
さらに努めて欲しい。歳出
は、前年度比 4.7％の増加
となった。五日市出張所の整備事業、五日市図書館
改修工事が進み、地域防災リーダー117人の登録が
あった。小宮ふれあい交流事業がスタートを切り、
また観光ボランティアガイドの登録も増えた。郷土
の恵みの森づくり事業、里山保全事業により市有林
が活用されたが、さらに、木質バイオマス、再生エ
ネルギーを研究してほしい。小中学校冷房化推進計
画に敬意を表する。

増﨑議員奥秋議員

政和会
まず申し述べておく事は、
平成24年度の本市の借金は
特別会計を加えた連結決算
では536億357万1千円で
前年度比 2.9％減額してい
るが、市民１人当たり65万
4084円の借金をかかえて
いる事を市民の皆様にご報
告しておく。収入総額314億 6419万８千円で、前
年度より21億4990万７千円の増額だが総額の内、
自主財源が全体の41.7％、依存財源が58.3％となっ
ており、自主財源確保が急務であることを再度申し
述べておく。こうした歳入状況の中で個人市民税は
前年度比 4.2％増額となり、歳出も市民要望が増大
する中で的確な財政執行をしており市民の皆様の幸
せ度向上のため、努力している職員に感謝し賛成と
する。

民主党
歳入は、単年度収支で24年
度末1608万円の赤字と、累
積繰越金がなければ厳しい
財政運営だが、市税徴収率
96.3％と前年度比0.5％増、
給与特別徴収も１億８千万
円増と、財源確保の努力が
うかがえる。歳出執行率 98
％、不用額10億円と、前年度から１億３千万円増。
農林水産業費の執行率が低く、土木費や民生費は３
億円近くの不用額。扶助費対象者の把握、事業用地
の買収等難しい問題もあるが、予算を厳しく精査し
不用額は減らし執行率を上げるべき。予備費充用、
前年度充当額２千万円の33件が、24年度は600万
円の12件と減ったのは予算執行として良い方向。充
当科目で、充当額以上の不用額は納得いかないが、
大きな問題はなく決算の認定に賛成する。

合川議員中村議員



防 災

ギカイの時間 10

質
問
議
員

名
質
問

項
目

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
と
は
？

市
営
住
宅
跡
地
利
用
に

つ
い
て

草
花
市
営
住
宅
新
築
計
画
に
伴

い
、
各
地
に
点
在
す
る
旧
市
営

住
宅
跡
地
は
売
却
し
、
財
源
に

充
て
る
こ
と
が
市
の
基
本
方
針

だ
が
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

五
日
市
地
区
の
中
村
・
舘
谷
に

あ
る
跡
地
は
、「
防
災
避
難
所
が

遠
い
、
狭
い
、
地
域
の
中
心
部

で
住
宅
密
集
地
で
も
あ
り
な
が

ら
公
園
が
全
く
な
い
」
な
ど
の

問
題
が
あ
る
。
跡
地
の
一
部
を

活
用
し
、
防
災
避
難
所
を
兼
ね

た
公
園
的
な
用
途
と
し
て
、
良

好
な
都
市
整
備
を
望
む
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
全
て
売
却
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
声
を
聞

き
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
、
こ

の
機
会
に
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

木
造
の
市
営
住
宅
は
、
中
村
住

宅
を
は
じ
め
、折
立
住
宅
な
ど
、

市
内
の
９
か
所
に
点
在
し
て
お

り
、
敷
地
面
積
の
合
計
は
約
２

２
０
０
０
㎡
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
跡
地
活
用
は
、「
あ
き
る
野
市

営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
」

で
、「
新
た
な
公
共
的
活
用
が
図

ら
れ
る
か
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
売
却
を
行
う
こ
と
で
、
費
用

の
軽
減
を
図
る
」
こ
と
が
基
本

方
針
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
を
前
提
に
、
市
営
住
宅
跡
地

の
売
却
費
を
（
仮
称
）
草
花
公

園
住
宅
の
建
設
費
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
地
元
要
望
や

地
域
特
性
な
ど
も
踏
ま
え
、
今

後
検
討
す
る
。

他
に
定
住
化
・
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

中嶋 博幸議員
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41

環 境

防 災

河床などの土砂を、水深を深くするために掘削すること。
※浚渫

11 ギカイの時間

羽
村
草
花
丘
陵
自
然
公
園

周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

慈
勝
寺
横
か
ら
大
澄
山
を
経
由

し
、
羽
村
大
橋
方
面
へ
抜
け
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
下
り

の
階
段
が
老
朽
化
し
、
危
険
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
カ

ー
の
安
全
や
環
境
保
全
の
面
か

ら
も
、
早
急
に
整
備
を
す
る
よ

う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
行

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。

管
理
者
で
あ
る
東
京
都
と
の
現

地
確
認
の
結
果
、
今
年
度
中
に

は
安
全
対
策
を
中
心
に
、
整
備

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

も
と
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

戻
せ
な
い
か
。

安
全
対
策
の
観
点
も
踏
ま
え
、

コ
ー
ス
を
戻
す
こ
と
に
つ
い
て

は
東
京
都
と
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

大
澄
山
周
辺
の
森
林
整
備
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
環
境
整
備
・
安

全
対
策
を
、
市
は
伐
採
や
下
草

刈
り
等
の
整
備
を
し
て
お
り
、

今
後
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

折
立
の
草
花
団
地
下
の
河
川
敷

内
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ト
イ

レ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
で
、

多
摩
川
の
自
然
を
そ
の
ま
ま
活

か
し
た
空
間
等
と
し
て
の
利
用

を
図
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
区
域
な
の
で
、
ト
イ
レ
設
置

は
難
し
い
。

他
に
市
役
所
内
の
ト
イ
レ
の
改

善
、「
る
の
バ
ス
」
の
増
発
・

増
便
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山根 トミ江議員

洪
水
防
災
に
つ
い
て

東
京
都
は
、
洪
水
に
よ
る
災
害

発
生
の
防
止
を
主
な
目
的
と
し

た
河
川
整
備
計
画
を
策
定
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
方
針
と
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

計
画
対
象
区
間
と
そ
の
期
間
は
。

区
間
は
秋
川
、
北
秋
川
及
び
養

沢
川
の
一
級
河
川
指
定
区
間
全

線
で
、
期
間
は
お
お
む
ね
20
年

か
ら
30
年
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
河
川
整
備
の
目
標
は
。

各
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
に
対

す
る
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
豊

か
な
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
、

人
々
の
憩
い
の
場
・
集
い
の
場

と
な
る
川
を
目
指
す
と
さ
れ
て

い
る
。

局
所
的
に
流
下
能
力
が
不
足
し

て
い
る
区
間
は
。

星
竹
橋
上
流
付
近
、
佳
月
橋
上

流
付
近
か
ら
高
尾
公
園
付
近
、

新
秋
川
橋
下
流
付
近
か
ら
山
田

大
橋
下
流
付
近
、
引
田
橋
下
流

付
近
か
ら
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
付
近
、

東
秋
留
橋
付
近
、
第
３
水
辺
公

園
付
近
か
ら
下
流
域
の
６
区
間
。

秋
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去

は
。

計
画
で
は
、
堆
積
し
た
土
砂
は

地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、

必
要
に
応
じ
て
浚
渫
等
を
行
う

と
な
っ
て
い
る
。

他
に
郷
土
の
恵
み
の
森
構
想
、

公
園
整
備
、
人
口
減
少
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

清水 晃議員

し
ゅ
ん
せ
つ

※

じ
し
ょ
う
じ

だ
い
ち
ょ
う
さ
ん



道 路

交 通
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増
戸
地
区
生
活
環
境
整
備
に

つ
い
て

過
去
８
回
に
わ
た
り
増
戸
、
特

に
伊
奈
地
区
の
生
活
道
路
整
備

問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
今

回
も
武
蔵
増
戸
駅
南
口
地
区
ま

ち
づ
く
り
道
路
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
に
関
す
る
問
題
点
を
伺

う
。

伊
奈
44
号
線
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
予
算
に
あ

る
一
部
工
事
着
手
の
時
期
は
。

用
地
買
収
は
24
年
度
末
で
予
定

面
積
の
約
65
％
を
取
得
し
、
25

年
度
末
に
は
約
80
％
を
取
得
予

定
。
工
事
に
つ
い
て
は
東
側
約

40
ｍ
か
ら
着
手
し
27
年
度
末
に

は
完
成
さ
せ
た
い
。

駅
前
東
西
道
路
（
伊
奈
２
１
１

号
線
）
の
調
査
等
準
備
を
先
行

的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

伊
奈
２
１
１
号
線
駅
前
東
西
道

路
は
「
武
蔵
増
戸
駅
南
口
地
区

ま
ち
づ
く
り
道
路
整
備
事
業
計

画
」
に
拡
幅
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
路
線
で
あ
る
が
、
雨
水

処
理
等
の
課
題
が
あ
り
、
睦
橋

通
り
へ
の
雨
水
流
末
管
整
備
後

に
対
応
し
て
い
く
。

24
年
８
月
に
伊
奈
地
区
自
治
会

長
と
協
議
を
行
っ
た
が
、
そ
の

後
、
具
体
的
な
方
向
性
が
出
た

か
。

今
後
の
予
定
と
し
て
、
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
増
戸
小
・

中
学
校
周
辺
の
拡
幅
予
定
路
線

や
、
線
形
・
幅
員
等
を
地
元
自

治
会
長
に
提
示
し
、
早
期
の
事

業
化
に
向
け
て
意
見
交
換
を
し

た
い
。

他
に
福
祉
政
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

合川 哲夫議員

雨
宮
第
一
踏
切
の
存
続
に

つ
い
て

現
在
工
事
中
の
雨
間
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
の
開
通
後
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
東
側
に
位

置
す
る
雨
宮
第
一
踏
切
を
、
閉

鎖
す
る
考
え
と
聞
く
。
こ
の
踏

切
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
歩
行
者・

自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て
は
非

常
に
不
便
に
な
る
た
め
、
以
下

質
問
す
る
。

市
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、

踏
切
の
存
続
を
求
め
て
い
る
か
。

今
ま
で
に
雨
宮
第
一
踏
切
の
存

続
に
つ
い
て
の
要
望
や
協
議
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
具
体
的

な
協
議
を
行
う
が
、
鉄
道
事
業

者
は
立
体
交
差
な
ど
が
設
置
さ

れ
た
場
合
、
近
接
す
る
踏
切
を

廃
止
す
る
方
針
で
あ
り
、
踏
切

存
続
は
難
し
い
と
考
え
る
。
し

か
し
、
南
側
の
側
道
計
画
も
あ

る
の
で
、
周
辺
住
民
の
利
便
性

を
勘
案
し
つ
つ
、
歩
行
者
専
用

の
踏
切
と
し
て
の
存
続
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
。

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
設
置
し
て
い

る
東
京
都
に
対
し
、
階
段
等
の

整
備
が
不
可
能
な
ら
ば
、
踏
切

存
続
に
協
力
を
要
請
し
て
は
ど

う
か
。

都
市
計
画
決
定
に
よ
る
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
の
幅
員
で
は
、
階
段
等

の
設
置
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ

る
。
踏
切
は
市
道
な
の
で
、
市

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
直
接
協
議

す
る
こ
と
が
先
決
と
考
え
る
。

他
に
旧
秋
川
高
校
の
跡
地
利
用
、

非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

たばた あずみ議員

買収が進む伊奈 44号線用地

福 祉

公 園

13 ギカイの時間

福
祉
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
施
策
が
必
要
か
。

医
療
と
の
連
携
等
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
予
防
の
推
進
、

見
守
り
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

第
５
期
介
護
保
険
推
進
委
員
会

で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
踏
ま
え
た
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参
入
の
意

向
、
本
人
、
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
の

考
え
方
等
、
周
辺
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

第
４
期
推
進
委
員
会
の
報
告
内

容
に
つ
い
て
の
評
価
は
。

認
知
症
関
連
の
３
種
類
の
サ
ー

ビ
ス
を
整
備
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
を
ど
う
考
え
る

か
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
福

祉
喫
茶
で
実
施
で
き
な
い
か
。

支
援
の
施
策
と
し
て
有
効
と
考

え
る
が「
認
知
症
家
族
の
集
い
」

な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
人

や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
策
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
人
材
の
有
効
求
人
倍
率
が

平
成
24
年
度
は
、
全
国
で
２
・

42
倍
だ
っ
た
。
こ
れ
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
を
き
た
す
。

市
で
支
援
が
で
き
な
い
か
。

介
護
事
業
者
連
絡
協
議
会
と
連

携
を
図
り
、
介
護
に
関
す
る
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
。

他
に
教
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 村木 英幸議員

公
園
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

「
あ
き
る
野
市
総
合
計
画
基
本

構
想
」
に
基
づ
く
、
後
期
基
本

計
画
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
街

区
公
園
や
近
隣
公
園
等
の
身
近

な
公
園
を
適
正
に
配
置
す
る
、

あ
る
い
は
住
区
基
幹
公
園
を
誘

致
圏
に
基
づ
い
て
配
置
す
る
と

あ
る
。
そ
こ
で
以
下
伺
う
。

公
園
空
白
地
で
あ
る
野
辺
・
小

川
地
域
の
市
営
住
宅
跡
地
を
公

園
と
す
る
考
え
は
。

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
売
却
を
進
め
て
い
く
が
、

地
域
の
特
性
あ
る
い
は
地
域
の

声
を
受
け
止
め
な
が
ら
跡
地
の

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
る
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
の
見
解
は
。

平
常
時
に
は
市
民
の
憩
い
の
場
、

震
災
時
に
は
避
難
場
所
、
防
災

の
観
点
か
ら
も
有
効
な
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
身
近
な

防
災
活
動
の
拠
点
と
も
な
る
こ

と
か
ら
、
公
園
を
整
備
す
る
際

に
は
、
災
害
時
の
活
動
に
対
応

で
き
る
防
災
機
能
を
有
し
た
整

備
が
必
要
と
認
識
す
る
。

平
成
25
年
か
ら
の
「
実
施
計
画
」

の
中
の
、
森
ノ
下
地
区
防
災
公

園
整
備
事
業
で
ソ
ー
ラ
ー
式
公

園
灯
や
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
導
入

の
考
え
は
。

防
災
公
園
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
を
必
ず
設
置
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
の
計
画
の
中
で
配
置
方
法
、

必
須
な
も
の
等
を
検
討
す
る
。 松原 敏雄議員

公園を中心に半径250m以内に住
んでいる人が主に利用する公園で
遊具等がある。

※街区公園
公園を中心に半径500m以内に住
んでいる人が主に利用する公園で
くつろげるような緑がある。

※近隣公園
街区公園、近隣公園、地区公園の
こと。

※住区基幹公園
※

※※



防 犯

児 童

ギカイの時間 14

市
民
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

本
市
で
も
７
月
に
女
性
が
刃
物

で
切
り
つ
け
ら
れ
る
事
件
が
起

こ
っ
て
お
り
、
防
犯
の
観
点
か

ら
以
下
伺
う
。

暗
が
り
や
ひ
と
け
の
無
い
場
所

に
お
け
る
防
犯
の
取
り
組
み
は
。

看
板
設
置
や
防
犯
協
会
、
町
内

会
・
自
治
会
等
に
よ
る
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
防
犯
灯
の

整
備
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
と
カ

メ
ラ
設
置
の
効
果
は
。

駅
周
辺
と
幹
線
道
路
に
11
台
設

置
。
犯
罪
発
生
の
抑
止
効
果
が

期
待
で
き
、
警
察
に
よ
る
犯
罪

捜
査
の
際
、映
像
を
提
供
す
る
。

通
学
路
や
痴
漢
等
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
を
優
先
に
、
街
路
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

事
件
の
あ
っ
た
周
辺
に
は
優
先

的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
、
通

学
路
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
と
協
議
し
、
優
先
的
に
設
置

す
る
場
所
を
決
め
た
い
。

（
仮
称
）
草
花
公
園
市
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
が
若
者

の
溜
ま
り
場
に
な
ら
な
い
よ
う

な
対
策
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

99
世
帯
の
集
合
住
宅
で
起
こ
り

得
る
事
件
の
想
定
と
そ
の
対
策

は
で
き
て
い
る
か
。

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
と
８
基
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
、
夜
間
の
視
認

性
を
高
め
る
。
無
断
駐
車
、
不

法
投
棄
、
自
転
車
の
盗
難
な
ど

を
想
定
し
、
自
衛
組
織
を
作
っ

て
の
自
助
努
力
を
求
め
た
い
。 細谷 功議員

学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に

つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
な
ど

家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
子
ど
も

た
ち
の
大
事
な
生
活
の
場
で
あ

る
。
入
所
基
準
が
４
年
生
ま
で

で
あ
る
た
め
一
人
で
留
守
番
が

で
き
な
い
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
保
護
者
は
仕
事
を
辞
め
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
切
実
な
悩
み

と
な
っ
て
い
る
。
保
育
を
必
要

と
す
る
児
童
へ
の
環
境
整
備
を

求
め
以
下
質
問
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
児
童
は
、
４
年

生
以
降
も
保
育
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
６
年
生
ま
で
延
長
が
で

き
な
い
か
。

現
時
点
で
は
、
待
機
児
童
が
発

生
す
る
状
況
で
あ
り
、
障
が
い

児
を
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。し
か
し
、

児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
平

成
27
年
度
か
ら
は
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
入
所
年
齢
は
小
学
校
６
年

生
ま
で
と
な
る
の
で
、
実
施
に

向
け
て
課
題
を
十
分
把
握
し
た

う
え
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
の
際
は
、
障
が
い
児
に
関

係
す
る
機
関
等
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

障
が
い
児
の
関
係
機
関
で
は
、

児
童
館
館
長
が
子
ど
も
子
育
て

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
お

り
、
学
童
ク
ラ
ブ
も
見
て
い
る

こ
と
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
中
で
は
、
障
が
い
児
の
保

護
者
の
ご
意
見
を
伺
う
場
面
を

設
定
し
て
い
き
た
い
。

田中 千代子議員

児童福祉法第24条第１項の規定
により、保護者が児童を保育する
ことができず、同居の親族も保育
できないこと

※保育に欠ける

※

住 宅

全 般

15 ギカイの時間

新
市
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

市
は
、（
仮
称
）草
花
公
園
市
営

住
宅
建
設
に
取
組
ん
で
い
る
。

99
世
帯
の
住
宅
計
画
に
対
し
以

下
質
問
す
る
。

既
存
の
９
か
所
の
市
営
住
宅
か

ら
何
世
帯
の
入
居
を
考
え
て
い

る
の
か
。

木
造
住
宅
９
団
地
の
全
世
帯
と

な
る
35
世
帯
を
予
定
し
て
い
る
。

既
存
の
市
営
住
宅
か
ら
新
住
宅

に
移
行
す
る
際
の
問
題
と
し
て
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
家
賃
激

変
緩
和
措
置
や
、
ペ
ッ
ト
の
問

題
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

住
宅
使
用
料
の
負
担
増
問
題
を

は
じ
め
、
ペ
ッ
ト
類
の
飼
育
の

問
題
や
仕
事
道
具
の
保
管
場
所

等
の
入
居
要
件
に
つ
い
て
、
事

前
に
転
居
予
定
者
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
開
催
す
る
。

若
い
子
育
て
家
族
が
市
営
住
宅

に
住
み
、
将
来
は
自
宅
を
持
つ

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
融
資
制

度
を
含
め
た
住
宅
政
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

草
花
公
園
住
宅
は
「
公
営
住
宅

法
」
に
基
づ
い
て
、
住
宅
に
困

窮
す
る
低
額
所
得
者
に
安
い
家

賃
で
賃
貸
等
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
あ

り
、
市
営
住
宅
居
住
者
を
対
象

と
し
た
住
宅
融
資
制
度
等
の
市

独
自
の
新
た
な
支
援
制
度
は
、

財
政
状
況
等
か
ら
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
。

戸沢 弘征議員

市
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
に

つ
い
て

行
政
に
は
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
役
割
が
あ

る
。
そ
の
様
な
考
え
の
も
と
、

以
下
伺
う
。

当
市
で
も
ク
マ
の
出
没
が
相
次

ぎ
、
人
が
事
故
に
遭
う
危
険
が

増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
策

は
。

第
１
に
人
身
被
害
の
防
止
、
第

２
に
ク
マ
と
人
と
の
共
生
を
課

題
と
し
て
い
る
。
地
域
住
民
と

情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
関
係

機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、

今
後
の
対
応
を
積
極
的
に
進
め

る
。

洪
水
時
の
人
命
に
関
わ
る
防
災

視
点
か
ら
、
過
度
に
堆
積
し
た

川
砂
利
は
採
取
搬
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

過
度
に
堆
積
し
た
土
砂
を
河
川

外
に
搬
出
す
る
こ
と
は
、
災
害

発
生
の
防
止
や
軽
減
が
図
れ
る

も
の
と
認
識
を
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
東
京
都
に
働
き
か
け

て
い
く
。

本
市
と
他
の
自
治
体
を
結
ぶ
道

路
は
、
合
計
で
約
15
か
所
で
あ

る
。
こ
こ
に
映
像
記
録
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
市
民
の
安
心
生

活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
で

は
。

市
域
境
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
市
外
か
ら
の
犯

罪
者
の
侵
入
を
防
ぐ
事
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
警

察
と
十
分
に
協
議
し
、
検
討
し

て
い
く
。

天野 正昭議員



監 査

協 働

ギカイの時間 16

会
計
外
部
監
査
導
入
に

つ
い
て

地
方
自
治
法
に
よ
る
包
括
外
部

監
査
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
監
査
委
員
の
機
能
は
充
足
さ

れ
て
い
る
か
ら
外
部
監
査
は
考

え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
監
査
委
員
の
監
査

に
よ
り
、
平
成
24
年
度
に
戸
倉

財
産
区
の
会
計
事
務
で
不
透
明

が
発
覚
し
た
時
、
市
長
と
副
市

長
は
減
俸
５
％
の
責
任
を
と
っ

た
。
ま
た
、
25
年
度
予
算
約
４

８
５
億
円
も
の
尊
い
市
民
の
血

税
が
公
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
監
査
す
る
重
要
な
役
割
等
も

あ
る
。
現
在
は
議
員
１
名
と
有

識
者
１
名
だ
が
、
有
識
者
は
議

員
経
験
者
で
、
市
民
の
中
に
は

執
行
部
と
の
馴
れ
合
い
を
心
配

す
る
人
も
い
る
。
そ
れ
で
も
外

部
監
査
を
考
え
な
い
の
か
。

市
で
は
財
政
力
指
数
を
は
じ
め

様
々
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

必
ず
し
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
し

っ
か
り
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
分
か

り
や
す
く
情
報
提
供
す
べ
き
だ

ろ
う
と
は
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
監

査
委
員
の
監
査
で
充
足
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時
点

で
は
導
入
を
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少
等

を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
の
本
市

の
財
政
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
は

間
違
い
な
く
来
て
い
る
。
そ
う

し
た
こ
と
を
十
分
精
査
し
な
が

ら
、
外
部
監
査
制
度
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

野村 正夫議員

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

当
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
市
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、

「
市
民
」「
行
政
」「
議
会
」
の

３
者
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
権

利
・
権
能
の
も
と
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

自
治
体
に
お
け
る
円
滑
な
行
政

運
営
と
地
域
社
会
の
福
祉
向
上

が
図
れ
る
も
の
だ
と
理
解
す
る
。

そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
の
中
で
市
民
と
は
。

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域

住
民
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
や
、
企
業
、
大
学
な

ど
幅
広
い
対
象
を
指
す
。

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
る
か
。

防
災
対
策
な
ど
の
推
進
、
森
づ

く
り
、
地
域
活
性
化
策
の
取
り

組
み
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決

の
た
め
、
様
々
な
分
野
で
町
内

会
・
自
治
会
や
各
種
団
体
、
企

業
等
と
協
働
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

市
民
福
祉
の
追
求
は
、
行
政
運

営
の
根
幹
を
な
す
。
市
民
の
幸

福
実
感
を
把
握
で
き
て
い
る
か
。

市
民
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
意

向
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。「
住

み
よ
い
ま
ち
だ
と
感
じ
る
か
」

の
問
い
に
は
、
約
８
割
の
市
民

か
ら「
住
み
よ
い
」「
ま
あ
住
み

よ
い
」
と
い
う
回
答
を
得
て
い

る
。

他
に
旧
秋
川
高
校
跡
地
の
活
用
、

あ
き
る
野
市
へ
の
移
住
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

中村 のりひと議員

子育て

防 災

17 ギカイの時間

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に

伴
う
負
担
軽
減
に
つ
い
て

子
育
て
の
孤
立
感
や
負
担
感
が

増
加
し
て
お
り
、
保
育
制
度
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
課

題
の
対
応
策
と
し
て
実
施
し
て

い
る
乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業

の
現
状
を
伺
う
。

乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
希
望

者
の
受
け
入
れ
要
件
の
制
限
改

善
は
で
き
な
い
か
。

保
護
者
が
、
疾
病
、
出
産
、
事

故
、
親
族
の
看
護
等
に
よ
り
、

一
時
的
に
保
育
が
受
け
ら
れ
な

い
児
童
が
対
象
と
な
る
。
ま
た

保
護
者
が
短
期
就
労
や
断
続
的

に
就
労
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

市
長
が
特
に
認
め
る
場
合
と
し

て
、
受
け
入
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
育
児
疲
れ
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
し
た
い
場
合
な
ど
、
市
長

が
認
め
る
場
合
の
具
体
例
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
わ
か
り

や
す
い
表
現
で
記
載
し
、
事
業

の
周
知
に
努
め
る
。

乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
の
指

導
で
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
期
コ
ー
ス
な
ど
、
保
護
者
が

不
安
を
抱
え
や
す
い
内
容
を
設

け
実
施
す
る
可
能
性
は
。

保
護
者
が
子
育
て
の
不
安
等
が

あ
る
場
合
に
は
、
相
談
で
き
る

場
所
と
し
て
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
ひ
ろ
ば

の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

他
に
保
育
・
幼
稚
園
と
小
中
一

貫
教
育
の
推
進
に
伴
う
連
携
、

市
・
福
祉
施
設
の
エ
ア
コ
ン
使

用
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 村野 栄一議員

災
害
時
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

発
災
時
に
は
、
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
発
信
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
被
災
者
に
と
っ
て
は

有
益
な
情
報
提
供
が
次
へ
の
行

動
判
断
に
つ
な
が
る
。
本
市
で

も
発
災
時
を
想
定
し
た
情
報
発

信
の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
と
思
う
が
、
現
状
と
今
後
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
以

下
に
伺
う
。

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
、
現

状
及
び
今
後
の
取
り
組
み
は
。

災
害
発
生
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
町
内
会
・
自
治
会
の
会
長
の

方
々
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
貸

与
済
み
で
あ
る
。
個
人
で
の
購

入
希
望
も
あ
る
が
、
単
価
の
変

動
や
ラ
ジ
オ
と
し
て
は
高
額
で
、

市
か
ら
の
補
助
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
販
売
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
例
も
あ
り
、
課
題
解
消

に
向
け
取
り
組
む
。

情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
多
様
化
に

伴
う
発
信
側
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
緊
急
情
報
発
信
の
一
元
化

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

正
確
な
情
報
が
選
択
で
き
て
、

情
報
入
力
が
１
回
で
済
め
ば
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ヤ
フ
ー
（
株
）
と
災
害
時
の
情

報
発
信
等
に
関
す
る
協
定
を
結

ん
で
は
ど
う
か
。

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
の
災
害
協

定
を
結
ぶ
と
、
多
く
の
利
点
が

あ
り
、
幾
つ
か
の
自
治
体
で
も

協
定
を
結
ん
で
い
る
状
況
も
あ

り
、
市
と
し
て
も
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

他
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

増﨑 俊宏議員

市内に住所を有する就学前までの児童を、保護者が疾病、
出産及び親族の看護、その他育児疲れなどでリフレッシュ
したいときなどに保育所が預かる制度。

※あきる野市乳幼児一時預り事業

※



選 挙

全 般

ギカイの時間 18

投
票
率
の
向
上
対
策
に

つ
い
て

投
票
率
の
向
上
対
策
は
本
市
で

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
先
進

地
の
研
究
や
議
論
を
更
に
深
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

投
票
率
の
低
下
は
、
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
先
進
自
治
体
の
情

報
収
集
の
強
化
を
図
り
、
議
論

し
て
い
き
た
い
。

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と

し
て
、
駅
や
大
型
商
業
施
設
等

に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

投
票
で
き
る
機
会
が
増
え
、
投

票
環
境
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ

と
に
な
り
有
意
義
で
あ
る
と
考

え
る
。
効
果
を
上
げ
て
い
る
自

治
体
の
事
例
も
あ
る
の
で
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

学
生
や
20
代
の
若
者
が
選
挙
事

務
に
携
わ
る
機
会
や
仕
組
み
作

り
を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

若
年
層
へ
の
取
り
組
み
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
な
ど

様
々
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
も

含
め
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

教
育
現
場
で
の
対
応
と
し
て
、

模
擬
投
票
や
出
前
講
座
の
実
施
、

ま
た
生
徒
会
役
員
選
挙
を
、
よ

り
実
際
の
選
挙
に
近
い
形
で
や

る
な
ど
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

三
鷹
市
で
は
中
学
校
の
授
業
の

中
で
、
本
格
的
な
模
擬
投
票
を

行
い
、
生
徒
た
ち
が
高
い
関
心

を
持
っ
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

三
鷹
市
の
事
例
も
参
考
に
研
究

し
た
い
。

他
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
、

「
地
酒
で
乾
杯
」
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子籠 敏人議員

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

市
街
化
区
域
で
の
汚
水
管
整
備

は
完
了
し
て
い
る
か
。

事
業
認
可
を
受
け
た
市
街
化
区

域
、
約
１
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
汚
水
管
整
備
は
全
て
完
了
し

て
い
る
。

市
東
部
で
は
、
満
足
な
側
溝
も

な
く
、
集
中
豪
雨
の
時
、
道
路

の
雨
水
が
家
に
ま
で
入
り
こ
む

箇
所
が
あ
る
が
、
把
握
し
て
い

る
か
。

東
秋
留
駅
北
口
等
、
集
中
豪
雨

時
に
床
下
な
ど
に
雨
水
が
流
下

し
た
事
は
把
握
し
て
い
る
。

市
街
化
区
域
で
の
雨
水
整
備
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

雨
水
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
事
業
計
画
の
認
可
変
更

に
合
わ
せ
て
検
討
を
行
い
た
い
。

市
の
基
本
計
画
・
実
施
計
画
に

雨
水
排
水
管
の
推
進
と
あ
る
が
、

整
備
目
標
年
次
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
整
備
目
標
年
次
は
い

つ
か
。

着
手
年
月
日
は
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
決
め
て
い
き
た

い
。

公
共
施
設
な
ど
の
利
用
で
、
申

請
人
で
な
い
人
の
利
用
が
あ
る

と
聞
く
が
実
態
は
ど
う
か
。

そ
の
よ
う
な
状
況
は
把
握
し
て

い
な
い
。
今
後
は
、
現
場
の
状

況
を
見
て
対
応
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
利
用
者
の
モ
ラ
ル
の
点

か
ら
、
予
約
申
請
時
に
お
い
て

注
意
喚
起
を
し
て
い
き
た
い
。 澤井 敏和議員

あふれ出す雨水

き
っ
き
ん

防 災

財 政

19 ギカイの時間

公社の土地（初雁地区）

市
営
住
宅
の
跡
地
に
つ
い
て

本
市
で
は
現
在
、
老
朽
化
し
た

各
地
の
市
営
住
宅
を
整
理
・
統

合
し
て
、（
仮
称
）
草
花
公
園

住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
跡
地
を
売
却
、
財

源
の
一
部
に
当
て
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

跡
地
の
出
来
る
地
区
に
よ
っ
て

は
、
災
害
の
発
生
時
、
避
難
場

所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
市

の
考
え
を
伺
う
。

「
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
」
に
お
い
て
、
新
た
な

公
共
的
活
用
が
図
ら
れ
る
か
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
売
却
を
行

う
事
で
費
用
の
軽
減
を
図
る
事

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
人
口
や
家
屋

の
密
集
度
、
周
辺
の
公
園
や
道

路
状
況
な
ど
地
域
特
性
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

他
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

児
童
へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

市倉 理男議員

土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
土
地
開
発
公
社
は

本
市
の
建
設
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
過
大

な
簿
価
総
額
が
市
財
政
を
圧
迫

し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
平

成
13
年
６
月
に
経
営
健
全
化
団

体
の
指
定
を
受
け
簿
価
縮
減
の

た
め
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
13
年
度
当
初
１

３
２
億
円
で
あ
っ
た
簿
価
総
額

は
25
年
度
当
初
で
は
22
億
円
と

大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
。
そ
こ
で

以
下
質
問
す
る
。

本
市
の
公
社
に
対
す
る
評
価
は
。

経
済
危
機
に
よ
る
地
下
の
下
落

に
よ
り
、
市
財
政
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
が
、

将
来
の
公
共
施
設
や
道
路
の
用

地
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
し
、
こ

れ
ま
で
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
や
都
市
計
画
道
路
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
や
西
地
区
の
企

業
立
地
な
ど
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き

た
と
認
識
し
て
い
る
。

公
社
の
今
後
の
考
え
方
は
。

27
年
度
末
の
簿
価
総
額
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
保
有

す
る
土
地
の
売
却
を
進
め
、
現

在
約
18
億
円
ま
で
縮
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
民
間

へ
の
土
地
売
却
を
進
め
、
第
３

次
健
全
化
計
画
の
達
成
に
努
め

て
い
く
。

町田 匡志議員



環 境

ギカイの時間 20

森
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

30
年
前
に
は
１
㎥
約
４
万
円
だ

っ
た
杉
が
、
現
在
約
１
万
円
に

も
か
か
わ
ら
ず
人
件
費
は
約
５

倍
に
な
っ
て
い
る
上
に
、
国
・

東
京
都
の
支
援
で
林
道
の
整
備

や
森
林
再
生
事
業
を
行
っ
て
も

山
林
の
売
却
は
困
難
と
聞
く
。

先
日
、
官
民
一
体
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

当
た
っ
て
い
る
宮
古
市
を
視
察

し
た
。
木
材
を
燃
料
と
し
て
電

気
・
熱
・
水
素
の
３
種
類
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
、
平
成

26
年
秋
に
稼
動
を
目
指
す
と
の

こ
と
。
本
市
で
も
官
民
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

森
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

抜
本
的
な
解
決
策
が
な
い
状
況

の
中
で
、
市
の
特
性
を
活
か
し

た
施
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
や
東

京
都
の
支
援
を
受
け
、
林
道
な

ど
の
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
森
林
関
係
者
の

意
向
の
把
握
に
努
め
、
東
京
都

森
林
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
森
林
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め

た
い
。
そ
の
中
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が

い
い
の
か
採
算
性
も
含
め
て
研

究
を
し
、
方
向
性
を
見
い
出
し

て
い
き
た
い
。

他
に
自
動
車
取
得
税
廃
止
に
よ

る
当
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

奥秋 利郎議員

「
あ
き
る
野
市
議
会
だ
よ
り
」

デ
イ
ジ
ー
版
の
ご
案
内

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
等
に
、
市
議
会
の
活
動
状
況
を

お
伝
え
す
る
た
め
、「
ギ
カ
イ
の
時
間
」の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
ー

Ｒ
に
音
声
収
録
し
た
デ
イ
ジ
ー
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
あ
き
る

野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
点
字
版
の
議
会
だ
よ
り
も
あ
り
ま
す
）

℡（
５
９
５
）
９
０
３
３

＊
な
お
、
図
書
館
（
東
部
・
中
央
・
五
日
市
）
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
は

失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
が
年
賀
状
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
年
末
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
理
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上
げ
ま
す
。

秋川南岸道路建設促進協議会
要望活動

６月の市議会議員選挙後、初の定例会が開催され
ました。初日には、一時、39の傍聴席数を上回る
傍聴者数となりました。委員会も含め、延べ139
名の方が傍聴に訪れました。

選挙後の初定例会開催

あきる野市上代継から檜原村本宿間を東西に結ぶ
秋川南岸道路の整備計画促進を、所管である東京
都へ８月１日に要望しました。本道路が「2020
年の東京」へのアクションプログラムにおいて多
摩山間部の防災性向上を図るため、拡幅整備など
を推進する路線に位置付けられたことを追い風と
し、早期実現を要望しました。

「陳情者の意見陳述」が、今定例会でも実施され
ました。
●「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく施
策の早期実現を求める意見書提出に関する陳情
（結果：趣旨採択）
●旧秋川高校跡地の活用に関する陳情
（結果：継続審査）

陳情者が陳情内容を説明

議会報のリニューアルについて本市議会へ視察が
ありました。（７月 29日東広島市議会、８月 20
日福津市議会、10月９日登米市議会、10月21日
羽村市議会）また、11 月以降の視察依頼や議会
だよりの送付依頼など、全国から問い合わせが続
いています。

議会報リニューアルの視察

21 ギカイの時間

あきる野市議会活動レポート
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【平成 25 年撮影】

【年代不詳】

道路や住宅の造りに変化はあるものの、当時の写真とほとんど変わる

ことがない戸倉の風景。旧戸倉村中心街のメイン通りとして重要な交

通路となっていました。静かなたたずまいを見せる街並みを、ゆっく

り時が流れていきます。

23 ギカイの時間

①光厳寺
②光厳寺オオザクラ
③彼岸花
④寺坂
⑤旧戸倉小学校跡地の記念碑
⑥アートスタジオ五日市
⑦戸倉バス停

①②

③④

⑤

⑦

⑥

参考文献：五日市の百年

請願・陳情の
提出方法

〈 請願 〉

○○○に関する請願（陳情）

１．趣旨
２．理由
紹介議員 ○○○○

平成 年 月 日
請願（陳情）者
住 所
氏 名 外 名
電話番号
あきる野市議会議長 ○○○○ 殿

○印

○印

12月定例会では11月20日
（水）までに提出された請願・
陳情を審査します。

市議会議員の紹介が必要です。
議長が受理し、各常任委員会に
付託され審査されます。議会最
終日に各常任委員長が審査結果
を報告し、採択・不採択を決定
します。

〈 陳情 〉
市議会議員の紹介は不要です。
取り扱いについては、請願と同
じです。

［ 書き方 ］

● 請願（陳情）の趣旨、理由につい
ては、できるだけ簡潔に書いてくだ
さい。また、場所などの表示が必要
なものは、図面を付けてください。

● ２名以上で請願（陳情）を行う場
合は、住所・氏名を書いた署名簿を
添えてください。なお、署名者がそ
の請願（陳情）の趣旨に賛同してい
ることがわかるように、各署名簿に
件名、趣旨、理由を記載してくださ
い。

［ 提出先 ］
あきる野市役所本庁舎６階の議会事
務局に、直接持参してください。
受付時間：平日８時30分～17時15分

詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。 ℡（558）1111


